









示 してお り,SCの活動の必要 性は, ますます高





ある (eog。 , 荒木 0中澤 , 2007;'工本す, 2011;
小林 ,2008)。 なかで も,SCと 学校・教師 との
相互理解の必要 }生 は繰 り返 し指摘 され (e.g。 ,伊
藤 ,1994;岡 田,2001;田 中・内野,2010),
近年では,本目互理解の必要性を踏まえて,高鳴他











働す るか とい うことは,SCの役割や境遇が関連
していると考えられる。 さらに,その関連を明 ら
かにす ることは, SCの 特 性を多角的に捉 えられ






支援 してい く際, どのように協働 しているのか ,
スクールカウンセラーは学校現場での協働をどのように体験 しているのか
一担任教師,養護教諭との協働に焦点をあてて一















教師や養護教諭 と協働 して対応 した実際のエ ピソー









れ,それ らは,341の オープン・コー ド,77の 焦
点的 コー ドに集約 され,20の概念的カテ ゴ リー
にまとめられた。以下,結果の一部について,概
念白/(ヲ カテゴリーを 【 】,焦点的コーードを『 』,
オープン・コー ドを 「 」として示す。




























































もらった り,メ モを残 した りと,し っか り伝える」,
「慎重 さと正確 さに気 をつけて伝 える」 とい う工
夫をする中で,教職員に伝 えていこうとしている
ことが窺えた。
さらに,SCは ,「家庭 と学校 を繋 ぐ役割」であ
ると認識 しているが,「 SCか らの要望で保護者面





















ても継続 して繋いでくれる」,「 (SCが )お願いし
たことを繋いでくれる」,「学校組織の中で一番
SCと 近い視点で気づく」と位置づけてお り,「養
護教諭から気になる子の情報をもらっておく」と
いう工夫を行ってお り,協働上の重要なキーパー
ソンと位置づけていることが示唆された。
総合考察
SCが児童生徒の問題解決のために担任教師や
養護教諭と協働した実際のエピソー ドをインタビュー
したことで,SCの活動を包括的にすメ旺えることが
できた。それにより,SCが児童生徒を支援 して
いく上で,家庭を協働相手として認識 しているこ
と等,先行研究では明らかにされなかった点を示
唆することができた。
SCが担任教師や養護教諭に,心理臨床家 とし
てどのような視点から協働 しているのか,ま た,
どのような位置づけや困難の中で協働 しているの
かを明らかにしたことで,SCに対する理解を深
めることが可能 となり,学校・教師がSCへ の理
解を深めることに寄与するだろう。
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